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1. はじめに、概要、装置の状況、など

　図表類　
図表類の番号は、それぞれ本文中に出てくる順番に「Fig.10」、「Table 21」のように通し番号を付ける。写真の場合は、その数が図の１割程度までであれば「Fig.」の中に入れるが、それ以上になる場合は、「Photo.11」のように独立した通し番号を付与してもよい。
参考文献
本文中に言及した文献は、順番に、かつ連続的に番号を振り、巻末にまとめる。参考文献には、本文の当該箇所の右肩に通し番号〔1)､2)・・・の書き方〕を付して文献と対応させる。
なお、未発表・未公表の文献、非公開技術資料（Z資料）、未公開研究開発報告書は参考文献として表示してはならない。どうしても参考文献として表記する場合は、私信と明記する。英文は「Private Communication」と統一して表記し、標題、文献名等の書誌事項は明記しない。
以下に記述例を示す。
(例)
雑誌の場合
1)　高木和子, 機関レポジトリ, 情報管理, vol.46, no.6, 2003, pp.405-411. 
2)　Matthews, H.S., Lave, L.B., Applications of Environmental Valuation for Determining Externality Costs, Environ. Sci. Technol., vol.34, no.8, 2000, pp.1390-1395. 
図書の場合
3)　 Hersey, M.D., Theory and Research in Lubrication, John Wiley & Sons, New York, 1966, 488p.
会議録の場合
4)　 Kumazaki, Y. et al., Published electronic media are becoming Grey, Proceedings of 20th International Conference on Grey Literature (GL-20), New Orleans, 2019, pp.99 - 104. 
ウェブページの場合
5)　 日本原子力研究開発機構, 福島原子力事故関連情報アーカイブ, https://f-archive.jaea.go.jp/index.php　(accessed 2019-08-02).
レポートの場合
6)　 Kunii, K. et al., Memoirs; The Energy Technology Data Exchange (ETDE) for Japan, JAEA-Review 2019-002, 2019, 237p.
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〇参考文献に記載する雑誌・会議等の略称について


雑誌・会議等の略称については、できるだけ世間一般的な表記としてください。雑誌・会議等で指定されている略名があれば、できるだけそちらをご使用ください。





〇引用について


図、表、データ等の引用・参照を行う場合には、必ず出典の明示を行ってください。
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